
家畜衛生便り

ご あ い さ つ 所長 小倉 朋和

日頃より，畜産農家の皆様また関係者の皆様におかれましては，家畜

保健衛生業務の推進に，ご理解とご協力を頂き，厚く御礼を申し上げま

す。この度の定期異動により経験豊富なメンバーも加わり，新体制でス

タートを切りました。御用件や農場にお邪魔した際には，ご遠慮なくお

声かけくださいませ。

さて，新型コロナについては，変異株による感染者の増減があるもの

の，ワクチン接種率の向上もあって，症状が軽減化されています。しか

し，停滞した経済は，なかなか回復の兆候が見えず，更に円安やロシア

によるウクライナ侵攻が追い打ちをかけ，輸入資源に頼る日本の経済に

大きな打撃を与えています。畜産においても飼料や肥料などの生産資材，

燃料，輸送コストが高騰し経営を圧迫しています。畜産物は，簡単に生

産調整ができず，また仕入れ価格の上昇分を容易には価格転嫁もできず，

経営は非常に厳しくなっています。

家畜保健衛生所では，畜産経営の改善，畜産振興に少しでも貢献でき

るよう飼養環境改善指導，ワクチン接種による疾病予防，様々な検査に

よる原因究明などの衛生対策，家畜診療による損耗防止，受精卵移植な

どを通じて生産性と付加価値の向上に取り組んでいます。

昨年度も日本各地で家畜伝染病が発生し，甚大な被害をもたらしまし

た。高病原性鳥インフルエンザは，隣の愛媛県でも初めて発生，全国で

２３例，約１８９万羽が殺処分。豚熱は2018年から現在まで８０例，

約2９万頭が殺処分されてます。2021年7月31日には，淡路島の野生

イノシシに豚熱の感染が確認され，8月6日，四国４県がワクチン接種

推奨地域に指定されました。現在，知事認定獣医師と連携しながら，ワ

クチン接種に努めています。このように国境を越えて侵入する「越境性

動物疾病」が毎年のように発生し，予断を許さない状況が続いています。

これまでも「発生させない。持ち込ませない。」を合い言葉に飼養衛生

管理の徹底をお願いしておりますが，畜産農家の皆様また関係者の皆様

におかれましては，農場に病原体を侵入させないように飼養衛生管理基

準の遵守について，なお一層のご理解とご協力を頂きますようよろしく

お願いいたします。
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伝染病予防のため，適切な飼養衛生管理を
実施してください

１．異常家畜の早期発見，早期通報をお願いします。
日常の健康観察を徹底し，家畜伝染病を疑う症状を
呈している家畜を発見したときは，直ちに通報して
ください。

＜連絡先＞西部家畜保健衛生所

吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９

東みよし庁舎 ０８８３－８２－２３９７

家畜保健衛生所は，休日・夜間も２４時間対応しております。

２．農場出入口・周辺の消毒の徹底に努めてください。

３．中国など発生国への不要不急の旅行は自粛して
ください。

４．農場に出入りする人・車両の記録をお願いします。

５．衛生管理区域内に野生動物が侵入しないよう，
境界に柵等を設置してください。

６．家畜の死体を保管する場合には保管庫等を設置し，
野生動物の侵入を防止してください。

７．当所からの広報等，情報の収集に努めてください。




